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図 1 現物スキャニング（作品サイズ150mm x l 00mm トンボ含まず）
デジタル技術がもたらした革新的な印刷環境。特にインク
ジェットプリントの発展は凄ましく、粒子を肉眼で確認する事が不
可能な域まで達している。色彩の発色・再現性・耐光性も日々進
化しており、写真の分野におけるプリントは、アナログ技術に置き
換わって何ら問題ない状況と言える。
しかし本件では、あえて孔版両であるシルクスクリーン技法を用
いる。カラ一写真を4色の「版」に分解し「絵の具」を使い「手」で
印刷をし、改めて印刷とは何かを考察しながら、写真をいわゆる
「プリント」ではなく「版画作品」として制作してい＜事を目的とし、
学生達とワークショップ形式で実験を進めた。今回は、その制作
過程および展示会の様子を報告する。
1 経緯
授業で印刷の仕組みに触れる機会があり「カラ一写真を4色の
絵具で再現できないのか？」という質問に対し、理屈は理解して
いるが実際は試した事がなく、教材としても研究資料としても価値
があり、自身も学生も非常に興味が湧く内容であったっため、こ
の実験・研究はスタートした。シJレクスクリーン技法を採用したの
は製版が容易である事と、実際に印刷開始するまでの時間も比
較的短く、筋易のキットを利用すれば大掛かりな機材の導入も不
要で、非常にコンパクトなシステムを構築できる事だ。利用した
キットは通常Tシャツを印刷する物であるため印字面が最大18cm
角以下と限られる。また、このキットは4色フルカラ一印刷をする
事が前提で無い事と、アクリル絵具でCMYKに相当する4色を代
用したことで、色のバランス制御や乾燥による目詰まりなど少々
戸惑いがあった。この企画に参加した学生達は作品の完成まで
を通し、シ］レクスクリーンの技術や、カラ一印刷の仕組みを体験し
ながら理解することが出来たと思われる。また、仕上がった写真
作品はインクジェット印刷ではなく「版両作品」として仕上がつて
いるという価値も学生達と経験やノウハウも含め共有できた。
図 2 上記図の一部トリミングによる拡大、AMスクリーン方式の網点
今回の実験・研究で、学生達に印刷の仕組みを説明する際「版」
の存在を資料の範囲ではなく、教材として具体的な物を使う方が
圧倒的に理解が深くなる事も発見であった。例えばインクジェット
プリントは「版」が存在しない「無版画」いわゆるスプレ一状に吹き
付ける技法（ジ一クレ一）であり、印刷の原理を説明するには向い
ていない。「版」をつかい「転写」する方式「版画」で写真を印刷す
ると、その仕組みが非常に伝わりやすく、 CMYK版の4色の仕組
みを単純に可視・具現化し、学生自身の手で再現することが深い
理解に繋がり、実験資料としても非常に有効であった。またトーン
の表現は、 AMスクリーン方式※図2による網点で4色分解し、インク
は代用品として一般の画材店で容易に入手できるアクリル水性
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絵の具を使用。この仕様から小さな孔（穴）はインクが通らず、あ
る程度の大きさの孔である必要がある。結果、目に見えるサイズ
の網点表現になったが、その独特なグラデーションや質感•発色
など、インクジェットプリントでは味わえない仕上がりとなった。
2 前提条件・環境
本件は印刷をアナログ環境で行い、版下制作においてはパソ
コンを含めたデスクトップ環境を前提とし、シルクスクリーンに特化
した環境（工房など）を使わず制作を行います。これは一般の人
が、同内容で作品を制作するにあたり非常に重要な事で、シルク
スクリーン工房がなければ制作する事が出来ないという状況を避
け、この報告の価値を高める事につながる事を期待します。
また、制作サイズは機材や感材の都合でA4以下とする。
以下に条件と、環境をまとめる。
2.1 条件
・大掛かりな道具を使わない
・ごく平均的な室内環境で制作できる
・通常の排水環境で制作できる
・換気の必要がない
2.2 環境
・AdobePhotoshop(バージョン不間）が動作するパソコン
・A4モノクロorカラ一レ一ザープリンタ（家庭用で良い）
・作業テーブル（幅70cm、奥行き40cm 程度）
・流し（台所や洗面台で良い、シャワー式の蛇口推奨）
2.3 画材・道具
・紫外線ランプ＋ソケット（太陽で露光する場合不要）
・感光材の塗布されたスクリーンメッシュ (Tシャツ制作キットで代用）
・ガラス板もしくはアクリル板
•アクリル樹脂絵具 (C/M/Y/K相当）と遅乾溶剤
•スキージー、木枠、刷り板、水洗用バット、両面テープなど
3 印副工程
3.1 版下制作
今回はカラ一写真を元絵として使用。分版と網点生成は
AdobePhotoshopを利用。印刷サイズ（この絵は18cm角）に対して
解像度508dpi※ 1の画像を用意しCMYK※2に変換。次にフィル
ター＞ヒ°クセレート＞カラーハーフトーンを選択肢、上から最大
半径を12pixel、チャンネル1から15度、 75度、 30度、 45度を設定。
出来上がった網点写真を、シアン・マゼンタ・イエロー・ブラックを
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それぞれ、モノクロのレ一ザープリンターで印刷※3。シルクスク
リーンは中間調が使えないので、網点によるトーンである必要が
ある。
※ 1元写真は解像度がかなり低くても良いが、網点に置き換えるときに穴（孔）の形
状を形成するために508dpi必要。
※ 2 変換プロファイルは深入りを避けるため Photos hop の標準設定
japancolor200lcoatedを使用。
※3カラ一レ一ザの場合はモノクロ設定で出力。
3.2 版制作
シルクスクリーンフイルムと版下を重ねガラス板などで固定し、紫
外線ランプ※4で2分-2分半ほど露光。紫外線ランプがない場
合は、天気のよい白昼の太陽を当てる。紫外線が照射されたフイ
ルムは硬化して水で洗っても流れ落ない。モノクロレ一ザーで印
刷された版下の黒い部分はカーボンで出来ているので紫外線を
カット。カットされた部分は硬化せずシャワーで流れ、穴（孔）の空
いた部分と、空いていない部分が形成される。十分に乳剤をシャ
ワーで洗い流し、フイルムを乾燥させ木枠に張り、養生テープな
どで目貼りし、版は完成する。
※4紫外線ランプは、アクアリウム等で使用されている植物育成用のLED UVランプ
を使用。
3.3 印測
完成した各版を順番に印刷。まだ結論には至っていないが印刷
する順番はブラック＞ィエロ一＞マゼンタ＞シアン、もしくはイ工
ロー＞マゼンタ＞シアン＞ブラックのどちらかが具合が良く、特に
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写真を元絵とした印刷には、前者ブラックからの印刷が良好な結
果が得られた。グレーバランスは版の生成方法によって結果は
異なるため、更なるデータの収集が必要に感じた。印刷する際、
スキージーの印圧やインクの濃度が大きく影響することも確認で
きたが、楽器を演奏するように経験やコツとして、何度も試ししな
がら身につける事が必要である。
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4 展示会
今回のワークショップを通して、自身を含む11名が25点の作品
を完成させ、 6月に名古屋市民ギャラリー矢田にて、制作にあたり
使用した機材、資料を合わせて展示した。同年の 1月から実験・
研究が始まり、初期の段階では網点にインクを通す事もままなら
ず不安があったが、およそ6ヶ月の期間で試行錯誤の上、作品の
展示までたどり着いた。
以下、展示会情報と作品の一部を紹介する。
名称：スクリーンプリント写真展「彼女たちの行方」
会場：名古屋市民ギャラリー矢田第7示室
住所：東区大幸南1-1-10カルポート東3階
会期： 2015年6月 16 日（火）一6月 21 日（日）
時間： AM10:00~PM7:00 ※最終日はPM5:00まで
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展示会場の様子
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展示会場案内用DM(l48mm x 100mm ハガキサイズ）
Design: Tomohiro KOYAMA Photo: Maki OGAWA Model: Tugumi KOBAYASHI 
スクリ ーンプリント‘ボ真,1~彼女たちの行方
霞幻........, . ., 口I
展示会告知ポスター(728mm x 51 5mm 82サイズ）
Design: Tomoh1ro KOYAMA Photo: Mayuko MICHIOKA 
5 あとがき
これまでの制作を通して様々な問題点が浮上し、またある程度
解決する事ができた。今回は活動報告に留まつているが、使用
するインクや製版行程に改善の余地が多分にある。とくにアクリ
ル樹脂絵具を使用している事から、版の目詰まりに悩まされ、現
版の再利用ができず、シルクスクリーンの特性でもある増刷が難
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しい状況である。色の発色については、初回にも関わらず満足の
い＜結果が得られた事は大きな収穫であった。
紙は通常のケント紙を利用し、使用したアクリル樹脂絵具と遅乾
溶剤、シJレクスクリーンキットは以下の銘柄である。
・ホルベインアクリリックカラ一：マンガニーズブルーノーバ (C相当）
・同：ルミナスオペラ (M相当）
・同：ハンザイエロー (Y相当）
・同：プライマリーブラック
・リキテックス：グラーデーションメディウム
・シルクスクリーンスタートキット（販売元：遊愉人）
http:/ /kassai.co.jp/yu-yujin/myart/ silk-t.html 
次回は検証するインクの種類を増やし、より具体的な数値を提示
したい。
なお、以下の当大学映像メディア学科生がこの企画に参加した。
2015年度シJレクスクリーンプロジェクトメンバー
2年生 ：伊藤志帆
：伊藤利里子
4年生 ：小川真希
：久原佑介
：小林つぐみ
：田尻晃生
：西本千明
：道岡真優子
：山田憲子
：和田彩衣
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